
ＦＡＸ番号：０３－６２６５－３１８４ 
※経営懇のホームページ（http://www.hoiku-keieikon.jp/）からも回答いただけます。 
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「保育事故」をなくすためのアンケート調査のお願い 

（11 月 30 日までに回答をお願いします） 

 

 全国の保育施設で子どもが亡くなる等の重大事故が相次いでいます。改定された保育所保育指針にも「事故

防止の取組を行う際には、特に、睡眠中、プール活動・水遊び中、食事中等の場面では重大事故が発生しやす

いことを踏まえ、子どもの主体的な活動を大切にしつつ、施設内外の環境の配慮や指導の工夫を行うなど、必

要な対策を講じること。」という項目が追加されました。しかし、具体的にどのような配慮や工夫が有効なの

かは示されておらず、また、安全な保育を行うために必要な環境の整備や保育条件の改善も行われていません。 

そこで、経営懇の会員の皆さんにご協力いただき、各園における安全管理の取り組みや実際に起こった事故

事例、重大事故を辛うじて回避できた事例（＝ヒヤリハット事例）等に関するアンケート調査を実施・分析し、

子どもの発達を保障しつつ、保育事故をなくすために、今、何が必要かを検討したいと考えています。 

ご多忙の折、恐縮ではございますが、子どもたちの命を守るために、アンケート調査へのご協力を何卒よろ

しくお願いいたします。 

なお、アンケートの集計結果は 2018 年１月に開催される第 38 回経営研究セミナーで報告させていただ

く予定ですが、回答内容は統計的に処理し、園名や個人名が公表されることはございません（今後、学会等で

研究結果を発表する際にも同様に個人情報の取り扱いには最大限の注意を払います）。 

 

全国民間保育園経営研究懇話会 会長 石川幸枝 

大阪電気通信大学人間科学研究センター 教授 平沼博将 

 

 

１．貴園および回答者についてお尋ねします。 ※記入または該当する選択肢を○で囲んで下さい。 

（１）保育園の名称と所在地：園名：［           ］／所在地（都道府県）［     ］ 

（２）回答者の氏名と職名：氏名［        ］／職名：［       ］ 

（３）連絡先：電話［          ］／E-mail［          ＠         ］ 

（４）保育園の入所定員と受入年齢：［    ］名／［   ］歳 ～［   ］歳 

（５）回答時点の園児数と職員数：園児［   ］名／常勤職員［   ］名＋非常勤職員［   ］名 

（６）開園時間：午前［   ］時 ～ 午後［   ］時 

 

２．貴園の安全管理・事故防止の取り組み状況についてお尋ねします。 

（１）園内で安全管理（事故対応、救急救命等を含む）の研修を実施していますか。 

 ａ）実施している → 年に［   ］回   ｂ）実施していない   ｃ）以前はしていた 

（２）園独自で安全管理マニュアルを作成していますか。 

 ａ）作成している  ｂ）作成していない  ｃ）以前は作成していた 

（３）事故やヒヤリハットの事例を収集していますか。 

  ａ）収集している  ｂ）収集していない  ｃ）以前は収集していた 

（４）ヒヤリハットの事例をどのように活用していますか。※（３）で「収集している」と回答された方のみ 

   ａ）個別に指導をする ｂ）その都度、園内で共有している ｃ）重大なものだけ共有している 

ｄ）定期的に知らせている ｅ）活用できていない→［理由：              ］ 
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３．「保育事故」を防ぐためには、実際に起こった事故やヒヤリハット事例に学び、安全対策を講じることが

有効だと言われています。そこで、過去に貴園で起こった重大事故やヒヤリハット事例（重大事故を辛うじ

て回避できたケース）について教えて下さい。 ※１つの事例だけでも結構です。 
 

事例１ 

（１）発生日時：［    ］年［   ］月［   ］日  午前・午後［   ］時頃 

（２）発生場所：ａ）園庭  ｂ）保育室  ｃ）ホール  ｄ）廊下  ｅ）階段 

ｆ）公園  ｇ）道路   ｈ）プール  ｉ）その他→［          ］ 

（３）発生時の活動：ａ）設定保育  ｂ）自由遊び  ｃ）食事中（おやつ時を含む） 

  ｄ）午睡中  ｅ）プール・水遊び  ｆ）その他→［             ］ 

（４）事故発生時の保育体制：［   ］歳児クラスの子ども［   ］名を職員［   ］名で保育 

（５）事故の発生状況について、できるだけ詳しく記入して下さい。※枠内に書ききれない場合は別紙に記入して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）事故後の保育園としての対応（救急対応、保護者対応、対策の改善等）について教えて下さい。 

 

 

 

 

 

 

事例２ 

（１）発生日時：［    ］年［   ］月［   ］日  午前・午後［   ］時頃 

（２）発生場所：ａ）園庭  ｂ）保育室  ｃ）ホール  ｄ）廊下  ｅ）階段 

ｆ）公園  ｇ）道路   ｈ）プール  ｉ）その他→［          ］ 

（３）発生時の活動：ａ）設定保育  ｂ）自由遊び  ｃ）食事中（おやつ時を含む） 

  ｄ）午睡中  ｅ）プール・水遊び  ｆ）その他→［             ］ 

（４）事故発生時の保育体制：［   ］歳児クラスの子ども［   ］名を職員［   ］名で保育 

（５）事故の発生状況について、できるだけ詳しく記入して下さい。※枠内に書ききれない場合は別紙に記入して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）事故後の保育園としての対応（救急対応、保護者対応、対策の改善等）について教えて下さい。 
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４．保育施設における子どもの死亡事故は、その多くが乳児（０･１歳児）の午睡中に起こっています。 

そこで、貴園の午睡中の保育についてお尋ねします。 

（１）「うつぶせ寝」の危険性についての学習や周知徹底は、どのように行っていますか。 

 

 

（２）①～④の各年齢における睡眠チェックの頻度、見守り体制、チェック方法について、あてはまるものを

下記の選択肢の中から選び、回答例を参考に表の中に記入して下さい。 

年 齢 頻 度 
見守り体制 

（子ども/保育士） 
チェック方法 
【複数回答可】 

（回答例） ｂ ａ （10 人／3 人） ａ、ｃ、ｄ 

①（寝返りがまだ完全ではない）６か月ごろまで  （   ／  ）  

②（寝返りが自由になる）６か月ごろ～１歳まで  （   ／  ）  

③ １歳～２歳まで  （   ／  ）  

④ ２歳以上  （   ／  ）  

 

＜選択肢＞ 

・頻度： ａ）５分おき  ｂ）10 分おき  ｃ）15 分おき 

     ｄ）その他（①        ②        ③        ④        ） 

・体制： ａ）チェックの責任者や担当者を決めている  ｂ）チェックの責任者や担当者を決めていない 

・方法： ａ）子どもに触れて確認する  ｂ）子どもに近づいて顔色や胸・腹の動きを目視で確認する 

 ｃ）子どもの鼻孔部に指や 舌
ぜ つ

圧
あ つ

子
し

をかざして確認する 

 ｄ）うつぶせになっていれば仰向けにする ｅ）横向きになっていれば仰向けにする  

 ｆ）離れた所からうつぶせ、折り重なりがないかどうかだけ確認する 

 ｇ）呼吸センサー等の ICT 機器を活用している→（機器名：          ） 

      ｈ）その他（                                  ） 
 

（３）午睡中に保育士がしている仕事について、該当するもの（記号）を○で囲んで下さい【複数回答可】。 

  ａ）交代制で休憩  ｂ）保護者への連絡ノート記入 ｃ）保育日誌を書く ｄ）児童記録の記入 

ｅ）担任会議（月案、週案、翌日の打ち合わせなど） ｆ）ミニ職員会議  ｇ）クラス主任会議 

ｈ）代表者会議（乳児・幼児・その他の責任者会議） ｉ）保育の準備 

ｊ）その他（                            ） 

（４）子どもを寝かせる時や午睡中の保育で気を付けていることは何ですか。 

 

 

 

（５）午睡中の事故を起こさないためには、何が重要だと思いますか（保育内容、環境、体制、制度の課題等）。 

 

 

 

 

５．本アンケート調査について、ご意見・ご要望等がございましたら、ご記入下さい。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


